
2

規
模
改
修
に
お
い
て
は
単
な
る
改

修
だ
け
で
は
な
く
、
魅
力
あ
る
施

設
整
備
に
努
め
て
頂
き
た
い
。

②
介
護
職
員
の
確
保
に
向
け
て
新

た
な
制
度
等
を
考
慮
し
、
将
来
に

向
け
て
の
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

③
継
続
審
査
と
す
る
。

④
指
摘
事
項
な
し

原
案
可
決

○
北
竜
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
つ
い
て

○
北
竜
町
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

○
北
竜
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
税
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

○
北
竜
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

○
北
竜
町
ひ
ま
わ
り
の
里
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て

だより
Ｎｏ．２９５　
議会広報委員会

議 会

　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
12

月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

委
員
会
報
告

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

10
月
21
日(

水)

■
調
査
事
項

①
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て

②
国
民
健
康
保
険
制
度
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

①
②
指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

11
月
24
日(

火)

■
調
査
事
項

①
指
定
管
理
者
の
委
託
状
況
に
つ

い
て
（
サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北

竜
温
泉
）

②
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
永
楽
園

の
運
営
状
況
に
つ
い
て

③
広
域
医
療
に
つ
い
て

④
財
政
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果

①
平
成
29
年
度
に
予
定
さ
れ
る
大

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算(

第
４
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
１
８
８
，
７
１

４
千
円
を
追
加
し
、
総
額
を
３
，

４
４
５
，
７
３
０
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
３

号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
８
，
１
３
８
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
３
０
，

１
８
４
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
後
期
高
齢

者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算(

第

１
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
２
３
３
千
円
を

追
加
し
、
総
額
３
２
，
１
３
３
千

円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
に
３
，
０
０
０
千

円
を
追
加
し
、
総
額
を
４
１
６
，

３
５
６
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に
つ
い
て

・
既
定
予
算
額
か
ら
７
８
千
円
を

減
額
し
、
総
額
を
１
３
３
，
２
４

３
千
円
と
す
る
。

○
平
成
27
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算(

第
２
号)

に

つ
い
て

・
収
益
的
収
入
で
１
１
３
千
円
を

増
額
し
、
総
額
６
１
，
４
８
６
千

円
と
す
る
。

・
収
益
的
支
出
で
３
０
０
千
円
を

増
額
し
、
総
額
７
６
，
５
１
２
千

円
と
す
る
。

・
資
本
的
支
出
で
８
４
千
円
を
増

額
し
、
総
額
９
，
９
１
８
千
円
と

す
る
。

意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係

省
庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
Ｔ
Ｐ
Ｐ
「
合
意
」
内
容
の
徹
底

し
た
情
報
公
開
と
検
証
を
求
め
る

意
見
書

一
般
質
問

　

２
名
の
議
員
か
ら
４
件
の
一
般

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
質
問
内
容

に
つ
い
て
は
、
２
月
号
に
掲
載
予

定
で
す
。



　

北
竜
町
の
返
礼
品
も
時
期
に
よ

っ
て
も
変
わ
る
が
、
メ
ロ
ン
、
米
、

も
ち
、
そ
ば
、
黒
千
石
製
品
と

様
々
な
農
産
物
が
用
意
さ
れ
て
い

る
。
納
税
額
の
半
分
程
度
を
返
礼

品
と
し
て
送
っ
て
い
る
の
で
、
実

質
北
竜
町
が
１
億
円
以
上
の
農
産

物
を
買
い
上
げ
る
こ
と
と
な
る
。

　

明
年
度
農
協
で
は
５
千
俵
の
米

を
返
礼
品
と
し
て
用
意
す
る
。
ひ

ま
わ
り
ラ
イ
ス
の
販
売
先
で
５
千

俵
を
越
え
る
消
費
地
は
無
く
、
今

年
か
ら
北
竜
町
が
一
番
の
お
得
意

さ
ん
と
な
り
、
そ
の
販
売
益
が
生

産
者
に
還
元
さ
れ
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
っ
て
北
竜

町
も
潤
い
、
生
産
者
も
潤
う
。
ま

さ
に
一
石
二
鳥
。
明
年
度
さ
ら
に

納
税
額
が
増
え
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　

 

（
小
松 

正
美
）

　

今
年
度
の
北
竜
町
へ
の
ふ
る
さ

と
納
税
が
予
想
を
大
き
く
上
回
っ

て
２
億
円
を
超
え
る
勢
い
で
集
ま

っ
て
い
る
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
と
は
、
自
分
の

好
き
な
自
治
体
に
２
千
円
を
超
え

る
金
額
を
納
税
す
る
と
、
一
定
金

額
ま
で
所
得
税
、
住
民
税
が
控
除

さ
れ
る
の
で
、
実
質
手
数
料
２
千

円
だ
け
で
地
域
の
特
産
品
な
ど
の

特
典
が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

控
除
さ
れ
る
金
額
は
年
収
に
も
よ

る
が
、
目
安
は
住
民
税
の
１
割
程

度
と
い
わ
れ
て
い
る
。 議

員
コ
ラ
ム

　

次
代
を
担
う
こ
ど
も
達
が
議
会

を
体
験
し
、
こ
ど
も
達
の
意
見
を

可
能
な
限
り
反
映
さ
せ
る
こ
と
で

「
ま
ち
づ
く
り
」へ
の
関
心
を
持
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
北
竜
町

議
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
北
竜
中
学
校
３
年
生
に

よ
る
中
学
生
議
会
を
12
月
10
日
、

第
４
回
定
例
会
の
前
に
開
催
し
ま

し
た
。

■
中
学
議
員
の
一
般
質
問

１
．
観
光
セ
ン
タ
ー
内
の
設

備
に
つ
い
て

２
．
高
校
通
学
の
交
通
費
助

成
に
つ
い
て

３
．
街
灯
の
設
置
に
つ
い
て

４
．
Ａ
コ
ー
プ
北
竜
閉
店
後

の
店
舗
に
つ
い
て

５
．
普
通
教
室
の
視
聴
覚
機

器
・
設
備
の
充
実
化
に
つ
い
て

６
．
冬
期
間
の
除
雪
に
つ
い

て７
．
冬
期
間
の
ひ
ま
わ
り
観

光
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

８
．
北
竜
町
へ
の
書
店
誘
致

に
つ
い
て

９
．
和
地
区
へ
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
出
店
に
つ
い
て

10
．
情
報
通
信
設
備
の
拡
充
に
つ

い
て

　

中
学
生
ら
し
い
率
直
な
質
問

や
、
新
鮮
な
意
見
が
繰
り
出
さ
れ

ま
し
た
。

中
学
生
議
会

開
催

議事進行を行う前田貴史議長と前田優月副議長一般質問する中学生議員

議会終了後、中学生と先生、議員、三役と記念撮影


